
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

今
が
一
番
若
い
全
市
民
の
皆
さ
ま
へ 

～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
秋
の
市
長
選
挙
の
関
係
で
、
11
月
、
12
月
と

２
カ
月
間
、
市
長
通
信
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

今
月
か
ら
こ
の
「
お
元
気
で
す
か
」
を
再
開
で
き

ま
す
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
毎
月
拙
文
で
は
あ
り
ま

す
が
、
明
日
の
阿
南
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
ひ

た
む
き
に
心
を
尽
く
し
て
筆
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
ほ
ど
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干え

支と

は
、
60
年
ぶ
り
に
や
っ
て

き
た
丙ひ

の
え
さ
る申
で
す
。「
丙

ひ
の
え
」
は
形
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
頃
を
さ
し
、
申さ

る

は
「
呻う

め

く
」
の
意
味
で
、

果
実
が
成
熟
し
な
が
ら
固
ま
っ
て
い
く
状
態
を
表

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
２
０
１
６
年
は
形
が

は
っ
き
り
と
し
て
き
て
固
ま
っ
て
い
く
と
い
う
成

長
段
階
で
あ
り
、
前
向
き
に
考
え
る
と
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
努
力
が
形
と
な
っ
て
実
現
に
近
づ
い

て
い
く
年
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
々
が
自
分
な
り
の
目
標
を
持
ち
、
希
望
と
い
う

名
で
舗
装
さ
れ
た
道
を
歩
い
て
い
け
る
年
と
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
は
有
限
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
日
そ
し

て
一
日
と
充
実
し
た
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

人
間
は
、
今
す
な
わ
ち
今
日
が
一
番
若
い
で
す
ね
。

明
日
は
、
今
日
よ
り
一
日
歳
を
と
り
ま
す
。
今
日

よ
り
若
く
な
る
日
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
し
か
し
、

明
日
は
明4

る
い
日4

と
読
む
ん
だ
と
思
え
ば
、
希
望

も
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
ょ
う
か
？

　

１
月
に
は
中
華
民
国
（
台
湾
）
総
統
選
挙
。
こ

の
選
挙
は
大
国
、
中
国
に
も
影
響
が
出
る
で
し
ょ

う
。
２
月
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
長
選
挙
、
３
月
に
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
目
、
北
海
道
新
幹
線

（
新
青
森
～
新
函
館
北
斗
間
）
開
業
、
５
月
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
…
。
こ

の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
約
２
４
０
万
人
有
権
者
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
２
０
１
４
年
の
衆
議

院
選
挙
の
投
票
率
は
全
体
で
52
・
66
％
の
う
ち
、

20
歳
代
は
32
・
58
％
、
60
歳
代
は
68
・
28
％
で
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
プ
レ
ス
ト
ン
効
果
と
い
う
学
説

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
政
界
や

産
業
界
の
関
心
が
多
数
派
の
高
齢
者
に
向
か
い
、

割
を
食
う
の
は
少
数
派
の
若
者
た
ち
だ
と
い
う
説

で
す
。
こ
れ
は
、
投
票
率
に
も
如
実
に
現
れ
て
お

り
、
民
主
主
義
社
会
で
は
１
票
で
全
て
が
決
ま
る

と
い
う
こ
と
を
若
者
に
自
覚
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
８
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

11
月
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
…
。

　

最
後
に
、
本
年
３
月
20
日
は
阿
南
市
合
併
10
周

年
の
日
で
す
。
四
国
東
南
部
を
け
ん
引
す
る
中
核

都
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
、
新
た

な
飛
躍
元
年
の
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。
本
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
職
務

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
防
災
へ

の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係
者

約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
新
し
い
団
旗
や
新
型
車

両
が
更
新
さ
れ
お
披
露
目
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
消
防
団
員
と
消
防
職

員
の
さ
っ
そ
う
た
る
雄
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

第
26
回
阿
南
市

生
涯
学
習
推
進
大
会

　

生
涯
学
習
実
践
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
講
演
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
23
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
開
会
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル(

情
報
文

化
セ
ン
タ
ー)

内
容
　
▼
生
涯
学
習
活
動
の
発
表　

大
井
若
柳
会
に
よ
る
銭
太
鼓
の
発

表
、
わ
ら
べ
う
た
く
ら
ぶ
（
羽
ノ

浦
小
学
校
）
の
合
唱
な
ど

▼
記
念
講
演　
「
特
殊
詐
欺
の
現

状
と
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

講
師
：
徳
島
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課　

田
村
和
之
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
新
規
申
請
）を
受
付

　

平
成
28
・
29
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

｢

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
申
請
は
新
規
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
平
成
26
・
27
年
度
に

申
請
さ
れ
て
い
る
方
も
申
請
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
従
来
よ
り
有
資
格
者
の

方
に
新
規
申
請
の
案
内
を
は
が
き

で
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
の

と
お
り
、
今
回
か
ら
こ
の
案
内
を

廃
止
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
２
月

10
日
㈬
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

市
税
お
よ
び
各
種
料
金
の

納
付
に
ご
協
力
を
！

　

本
市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
お
よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済

額
の
早
期
解
消
、
負
担
の
公
平
性

を
図
り
、
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
日
程
で

全
庁
一
斉
徴
収
お
よ
び
口
座
振
替

の
推
進
を
行
い
ま
す
。
市
職
員
が
、

徴
収
等
の
た
め
に
訪
宅
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間　
１
月
13
日
㈬
～
29
日
㈮

訪
宅
の
目
的　
市
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
集
落
排
水
処

理
施
設
使
用
料
、
保
育
料
等
の
徴

収
お
よ
び
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
口
座
振
替
の
推
進

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
　

　

本
市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口

座
振
替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
口
座
振
替
が
で
き
る
市
税

は
、
現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て

い
る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
。
申
込
み
時
に
、

通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出
印
、
納
税

義
務
者
の
印
鑑
、
納
税
通
知
書
を

金
融
機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月
末
の

納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日
以
降

に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は

翌
々
月
末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座

振
替
が
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料

等
に
も
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
お
よ
び

取
扱
金
融
機
関
窓
口
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

－
１
７
９
２
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
冬
期
）

受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

日
時　

２
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
新
庁
舎
６
階　

６

０
２
会
議
室

内
容　
「
過
去
の
災
害
に
学
ぶ
」

講
師　
防
災
対
策
課　

防
災
啓
発

指
導
員　

平
岡
裕
文
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
25
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
27
年
度
公
共
下
水
道

接
続
申
請（
助
成
金
対
象
）の

受
付
期
間
は
２
月
29
日
㈪
ま
で

　

４
月
１
日
供
用
開
始
し
た
区
域

の
方
は
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

助
成
金
が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
新
築
お
よ

び
５
月
１
日
以
降
の
供
用
開
始
は

除
く
）

　

な
お
、
施
工
業
者
は
「
阿
南
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）」
の
中
か
ら

選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
申
請
の
受
付
期
間
　

２
月
29
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で

完
了
検
査
の
受
付
期
間
　

３
月
24
日
㈭　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
27
年
度
阿
南
市

認
定
農
業
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
業
者
相
互
の
情
報
交
換
と
連

携
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
２
日
㈫　

午
後
２
時
～

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
小
松
島
市
で
ト
マ
ト
と

お
米
を
生
産
し
て
い
る
有
限
会
社

樫
山
農
園
に
よ
る
基
調
講
演
「
地

域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
の
農
業

経
営
」
▼
阿
南
市
認
定
農
業
者
の

活
動
状
況
紹
介
▼
農
業
者
に
対
す

る
認
定
制
度
の
説
明

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
林
水

産
課
振
興
係
内
☎
22

－

１
５
９

８)

へ阿
南
警
察
署
だ
よ
り

▼
昨
年
11
月
、
津
乃
峰
町
で
夜
間

死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
夜

間
の
通
行
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
や
事

故
な
ど
、
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急

事
態
を
通
報
す
る
た
め
の
電
話
で

す
。
本
当
に
必
要
な
人
が
、
必
要

な
と
き
に
１
１
０
番
回
線
が
ふ
さ

が
り
、
警
察
へ
の
通
報
が
遅
れ
て

し
ま
っ
て
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。「
１
１
０
番
」は
、

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

216件（2,247）
1人（       2）
24人（   261）

救 急 件　数
搬送人員

260件（3,028）
249人（2,897）

火 災
件　数
損害額

2件（  32）
119千円

（38,595千円）
●阿南署管内平成27年11月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

灯台照明のLED化について

阿南市では平成22年度から２年間、若手職員
を中心とするひかりのまちづくりプロジェクト
チーム（チーム名：ALPS）を結成し、行政や
関係機関に LED の積極的な活用を要望してき
ました。要望先の１つであった徳島海上保安部
においては昨年中に
・富岡港防砂堤灯台
・青島灯台　
・舟磯打標
の LED 照明交換工事をし、これで徳島海上
保安部所管の阿南市にある灯台照明はすべて
LED となりました。この度、プロジェクトチー
ム職員が徳島海上保安部を訪問し、菊永部長に
要望採択のお礼と感謝を伝えてまいりました。
今後とも阿南市ではひかりのまちづくりを積極
的に進めてまいります。
問い合わせは　企業振興課（☎22−3401）へ
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臨
時
的
任
用
職
員
・

指
導
員
・
嘱
託
職
員
等

を
募
集
し
ま
す

　
提
出
書
類
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
等
は
、
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

一
般
事
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
役

所
お
よ
び
関
係
機
関
に
お
い
て
、

臨
時
的
に
勤
務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
31
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）

が
で
き
る
方

賃
金
　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

１
月
12
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
21
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
筆
記
試
験
お
よ
び
小

作
文
試
験

試
験
日　
２
月
７
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

保
育
所
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
立

保
育
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
職
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
45
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

１
月
５
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
14
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
。（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
給
食
調
理

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
学
校

給
食
施
設
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
給
食
調
理
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
45
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

５
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
14
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
31
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

学
校
用
務

（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
内

の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
等

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る

学
校
用
務
員

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
19
人
程
度

賃
金　
日
額
６
８
０
０
円

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課

備
え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

26
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
26
日
㈫
～
２
月

４
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
、日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
14
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

幼
稚
園
助
教
諭
お
よ
び
預
か
り

保
育
士
（
臨
時
的
任
用
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
市
立

幼
稚
園
で
臨
時
的
に
勤
務
す
る
幼

稚
園
助
教
諭
お
よ
び
預
か
り
保
育
士

応
募
資
格　
①
幼
稚
園
助
教
諭
：

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

②
預
か
り
保
育
士
：
幼
稚
園
教
諭

免
許
状
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方

※
①
②
と
も
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む

採
用
予
定
人
員　
▼
幼
稚
園
助
教

諭
（
１
日
お
よ
び
短
時
間
勤
務
）：

12
人
程
度
▼
預
か
り
保
育
士
：
８

人
程
度

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
１
月
24
日
㈰ 

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
に
幼
稚
園
教
諭

免
許
状
ま
た
は
保
育
士
証
の
写
し

（
免
許
状
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

み
証
明
書
も
可
）
を
添
え
て
学
校

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

賃
金　
▼
１
日
勤
務
の
方
：
日
額

７
８
０
０
円
（
平
成
27
年
度
現

行
）、
年
２
回
勤
勉
手
当
あ
り
▼

短
時
間
勤
務
お
よ
び
預
か
り
保
育

士
の
方
：
日
額
５
０
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
４
月
採
用

の
科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

職
務
内
容　
科
学
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
天
文
事
業
お
よ
び
小
・
中

学
生
へ
の
理
科
学
習
指
導
。
土
、

日
、
祝
日
の
出
勤
、
午
後
10
時
ま

で
の
勤
務
あ
り
。

応
募
資
格　
理
系
の
４
年
制
大
学

を
卒
業
し
、
理
科
の
教
員
免
許
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有

す
る
方
。
ま
た
は
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
、
取
得
見
込
み

の
方
。

採
用
予
定
人
員　
１
人

任
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
勤
務
成

績
に
よ
っ
て
、
次
年
度
以
降
も
契

約
更
新
可
）

報
酬　
月
額
19
万
５
１
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
５
日
㈫
～
24
日

㈰
（
土
、
日
、
祝
日
の
受
付
可
）

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
１
月
12
日
㈫
、
18
日
㈪
を
除

く
）

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
教
員
免
許
状
取
得
者

は
そ
の
写
し
（
免
許
状
ま
た
は
資

格
証
取
得
見
込
み
証
明
書
も
可
）

を
添
え
て
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　
２
月
21
日
㈰　

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、

心
身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
６
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
に
看
護

師
免
許
証
ま
た
は
介
護
支
援
専
門

員
証
お
よ
び
普
通
自
動
車
運
転
免

許
証
の
写
し
を
添
え
て
介
護
・
な

が
い
き
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈫
～
29
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
、日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
20
日
㈯

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
24

－

８
０
０
７
）
へ

日時　１月31日㈰　13:00～16:00
場所　あななんアリーナ（南部健康運動公園内多目的施設）
講習内容　野球の試合における審判技術の習得
　　　　　（審判員としての心構え、ルールなど基本）
講師　市軟式野球連盟審判員
対象　高校生以上の方
参加費　無料
服装等　ジャージなど運動のできる服装、運動のできる

シューズ、野球帽
持参物　筆記用具
申込締切日　１月21日㈭

申込み・問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297)へ

野球審判員養成講習会
受講生募集

～バングラデシュってこんな国～

アッサラームアライクム（こんにちは）！
私は阿南市役所を休職し、国際協力機構（JICA）の青年海
外協力隊として、2015年７月からバングラデシュへ派遣さ
れている、渡邊李里紗と申します。阿南にいながらバングラ
デシュを感じられるような紹介をしていきたいと思います。
バングラデシュは人口密度が高い国と言われますが、それは
北海道に日本人全員が住んでいるようなイメージでしょうか。
首都ダッカでは体をぶつけずに歩くのは至難の業。地方に
行っても過疎化はあまり感じられません。村々をのぞいても、赤ちゃんからお年寄りまで一緒に暮らす生
活がよく見られます。こんなベンガル人の主食はお米。人口の半分が農業に就き、地方では田んぼのある
風景が続きます。年２～３回収穫されるこのパラっと軽いお米を皿の真ん中によそい、魚や牛肉、野菜の
トルカリ（カレー）を添え、器用なベンガル人をまねて右手で食べます。始めは抵抗がありますが、食材
を指先で感じながら食べるのも、今ではいいものだと思っています。

バングラデシュ滞在記
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公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど

を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
日
本
年
金
機

構
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
お
い
て
源
泉
徴

収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－０
５

－１
１
６
５
）

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合
は
、

（
☎
０
３

－６
７
０
０

－１
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
書
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認
の

た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付　
１
月
８
日
㈮
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
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認知機能の低下はできる限り早く発見し、予防してい
くことが大切です。
たとえ認知症になっても安心して暮らすためには、み
んなの協力で支え合うことが必要です。認知症予防の
正しい知識を一緒に学んで明るい老後に備えましょう。
日程　１月22日㈮、29日㈮　　
時間　14:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　21世紀室
定員　20人（男女不問）　
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、
１月 15 日㈮（当日消印有効）までに、電話、ファク
シミリまたははがきでお申し込みください。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

パートナーシップセミナー

自分でできる認知症予防！

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○賀上書道教室作品展　～17日㈰まで
○浮世絵・美人画・つり飾り作品展　～31日㈰まで
■体験コーナー

○今年の干支（申）を作ろう
９日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】８日㈮　　【参加費】300円
【定員】10人　　【持参物】なし

○消しゴムはんこで豆ぽち袋!!
16日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】13日㈬　　【参加費】500円
【定員】10人　　【持参物】なし

○あんどん作り
23日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】22日㈮　　【参加費】3,000円
【定員】5人　　【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 １月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

●教育長報告
①各種研究大会等の感想について
②県市教育委員会合同訪問報告について
③通学路の安全確保「ゾーン30」について
④阿南工業高校・新野高校の再編計画について
⑤フリースクールで義務教育について

●第62回徳島駅伝の日程等について

●平成28年阿南市成人式について

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせ
しています。くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課
（☎22−3299）へ

11月定例会（11月25日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

就 学 前 教 育 文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性を改めて確
認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権教育・
啓発の取り組みについて、共に考え実践していきましょう。

小 ・ 中 学 校 教 育
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ・Ｂ

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のある PTA 活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 PTA 活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合うなかで考えていきましょう。

高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り拓いていく力を養うためには、基礎学力の保障と
自尊感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・
地域がさらに連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓
発活動を通じて、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人
材を育成しましょう。

社 会 教 育 文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生き
る人権のまちづくりを進めよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」と結びつけて考えるととも
に、あらゆる差別や不合理を許さない地域づくりに向けて教育・啓
発活動を推進していきましょう。

企 業 ・ 職 域 富岡公民館
２階　ホール

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）
を見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向
上をめざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立っ
て日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教育・
啓発の実績や成果をふまえながら関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しましょう。

※託児を希望される方は、１月29日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月６日㈯　9:30～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「市民のプライバシー保護と登録型本人通知制度について」

講師　NPO法人香川人権研究所　理事・事務局長　喜岡　淳 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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